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　地方出張の楽しみのひとつは、ご当地なら
ではの美味と銘酒である。佐賀ではいつも前
日の夜に駅前の居酒屋に赴く。お目当ては有
明の海の幸と佐賀牛、鍋島・古伊万里・能古
見などの吟醸酒だ。
　できれば一度、研修を終えた後にのんびり
くつろいで、と思うのだが、空路の最終便が
早いので、前夜にちょっとだけ。上記の３銘
柄の利き酒セット（少量）と佐賀牛のステー
キをいただくのが定番になっている。
　昨年、店で会計をすませ外へ出たところで
　「ありがとうございました！」と、びっく
りするほど大きな声が。レジにいた若者が
深々と頭を下げていた。
　あまりに気持ちのよい挨拶だったので、
　「また来年も来ますよ。年に１回だけど」
と声をかけた。
　「自分は来年就職なので、たぶんお会いで
きませんが、またのご来店をよろしくお願い
します」
　私が面接官なら、そのやりとりだけで内定
を出したくなるほど感じのよい若者だった。
　「どんな業界が志望なの？」
　「第一志望は地元の役所です」
　そう聞いて、さらに話を続けたくなったが、
相手は勤務中なので自重した。
　季節は移ろい、やがて節目の時期を迎える。
こうして書いてきて、ふと想像した。彼はど
こに就職が決まっただろうかと。あの晩の笑
顔は、まだ記憶に残っている。３か月後、レ
ナセルの通路に張り出されるはずの新人たち
の写真を、しっかり見てみよう。もしかして
――ということも、ないとは限らない。
　春を待つ楽しみがひとつ増えた。

　寒い日が続いている。皆さんの職場では風
邪やインフルエンザなど流行っていないだろ
うか。
　「冬来たりなば春遠からじ」という。暦を
先に進めて、春の話をしてみよう。
　講師業をしていると、年度替わりの４月は
冬眠から覚めていきなりダッシュをするよう
な感じで、ひと月あまりフル回転の日々が続
く。私の年代になると、さすがに新入社員（職
員）向けの講演や研修は少なく、新人を迎え
る側の管理職やメンターに対するものが主と
なる。
　往年の映画『男はつらいよ』の寅さんでは
ないが、トランク片手に北から南まで巡業の
日々を送る。行き先は民間会社と自治体が
半々といったところか。
　県単位の研修は各地域の「地方自治研修所」
で行うことが多いが、１か所、おもしろい名
称をもつ県がある。「佐賀県自治修習所レナ
セル」がそれだ。通常の研修所ではなく「修
習所」であり、しかもレナセルという外国語
まで付いている。同所のホームページによる
と、レナセルとはスペイン語で「元気を取り
戻す」「元気になる」という意味だとのこと。
この心意気が楽しい。
　レナセルでは例年、全日のメンター研修を
担当している。新人の研修が終わった直後の
４月中旬に訪問させていただくのだが、建物
の通路には新人たちの集合写真と、各自の抱
負を書き並べた紙が壁いっぱいに張り出され
ている。まっさらな若者たちの初心と向き合
う感じで、研修前にここを通ると講師も受講
者のメンターたちも足が止まり、心を洗われ
る。まさに「元気を取り戻す」ひとときだ。

冬来たりなば春遠からじ

居酒屋で会った元気な若者

ました。来年度は４月実施を予定していま
す。
　また、よりよく市職員の姿をイメージし
てもらうため、採用説明会を京都市と本市
で開催しています。その際、参加者には「公
務員になりたい方は求めていません。」と
お話ししています。「公務員とは、身分のこ
とであり『皆さんの静止画像』です。越前
市職員としてどの様なパフォーマンスをし
たいのかをイメージして試験に臨んでくだ
さい。」とお伝えしています。
　加えて、市職員は特別な存在ではなく「総
合サービス業」であり、民間企業とは何ら
異なることなく、「お客様」があってこそ
の存在です。この点を特にお話しさせてい
ただいています。

◆公務の職場こそダイバーシティを

　地域において多様な価値観を認め合い、一人ひ
とりの様々な個性を発揮していただくことが地方
自治体の役割であるならば、自分たちがまず多様
性を認めることが重要と考えています。
　本市では、募集要項に「国籍条項」がありませ
ん。平成 28 年にはブラジル国籍の職員を採用し
たほか、応募用紙のなかの「性別欄」を削除し、
LGBTの方々の受験しやすい環境を作り、採用し
ています。
　また、通年募集の社会人採用枠では、様々な職
歴の方々を採用しています。モデル、芸人、スポー
ツインストラクターなど多種多様です。
　本市は、地方都市では珍しく応募が全国からあ
り、秋田、福島、広島、福岡、鹿児島など県外か
らも採用しています。これらの本市へ移住をして
きた職員は、「IJU（移住）課」という仮想の組織
を結成し、県外への情報発信や移住者のオフ会開
催など自由で活発な活動をしています。
　東京に次ぐ高い有効求人倍率の福井県にあって、
越前市は多様な人材を求め、今後も果敢に攻めの
人材獲得を続けていきます。

　越前市は、福井県の中央部に位置し、平成 17
年旧武生市と旧今立町が合併して誕生しました。
　伝統産業から電子部品などの先端産業に至るま
で幅広い産業が集積し、製造品出荷額等が県内で
第一位である「ものづくり都市」として発展を続
けています。
　また、コウノトリをシンボルに「生き物と共生
する越前市」を目指して里地里山の保全再生や、
取組面積が県内第一位の環境調和型農業の推進を
図っています。
　今後のさらなる発展へ向けて、本市では、高
度化・多様化する行政課題へ対応するため、平
成 26 年に人材育成基本方針を一部改定するなど、
人材に対する取り組みに力を入れています。
　今回はその中でも特徴的な、採用活動について
紹介いたします。

◆業種は「総合サービス業」

　本市では近年、市職員の大量退職期を迎え、多
様な人材を確保するために、様々な取り組みを
行ってきました。
　まず、年間４回の採用試験を実施し、通年で採
用を行っています。民間企業の動向も意識しなが
ら早期に優秀な人材を獲得するため、本年度は従
来８月に実施していた１次試験を６月に前倒しし
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多様な人材を求めて
福井県越前市　総務部行政管理課

市職員の業種は「総合サービス業」とし、多様な採用形態を行っています




